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松前町「松前中学校体育館」
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財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
（
理

事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
6
月

28
日（
月
）午
前
10
時
か
ら
第
28
回
評
議
員

会
を
、
ま
た
、
第
70
回
理
事
会
を
午
後
1

時
10
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に
お

い
て
開
催
し
た
。

【
第
28
回
評
議
員
会
】

　

会
議
の
本
人
出
席
は
、
北
川
・
岡
野
・

小
島
・
毎
木
・
栗
田
・
石
川
・
正
岡
の
各

評
議
員
（
委
任
状
出
席
・
2
人
）
白
石
理

事
長
及
び
村
山
・
神
野
の
各
監
事
、
西
森

常
務
理
事
等
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

正
岡
評
議
員
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
録

署
名
人
に
小
島
・
北
川
の
両
評
議
員
を
指

名
。
会
議
で
は
、
欠
員
と
な
っ
て
い
る
理

事
2
人
、
監
事
１
人
を
選
任
す
る
と
と
も

　
評
議
員
会
・
理
事
会
開
く

平
成
21
年
度
事
業
報
告
・
決
算
認
定

㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

に
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
・
基
金
特
別

会
計
収
支
補
正
予
算
及
び
平
成
21
年
度
事

業
報
告
・
決
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び
了
承
し
、

原
案
の
と
お
り
理
事
会
に
上
程
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
事
務
局
か
ら
本
協
会
既
存
の

助
成
事
業
全
般
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

「
愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
金
交
付
要

領
」に
基
づ
き
検
討
す
る
旨
を
了
承
し
、理

事
会
で
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
対
す
る

本
協
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
及
び
平
成

22
年
4
月
1
日
か
ら
6
月
25
日
ま
で
の
会

務
の
概
要
報
告
、
並
び
に
平
成
22
年
度
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
及
び
オ
ー
タ
ム
ジ

ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売
計
画
に
つ
い
て
説

明
し
、
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
審
議
等

の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

第
7
号
議
案

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
役
員

の
選
任
（
補
欠
）
に
つ
い
て

　

○
役
員
の
選
任
・
就
任

　
　
（
平
成
22
年
6
月
28
日
～
平
成
24
年
3
月
31
日
）

　
　

理
事　

菅　
　

良
二

　
　
　
（
愛
媛
県
市
長
会
副
会
長
・
今
治
市
長
）

　
　
　
　
　

田
坂　

信
一

　
　
　
（
愛
媛
県
市
議
会
議
長
会
会
長
・

松
山
市
市
議
会
議
長		　
　
　

）

　
　

監
事　

脇　
　

武
延

　
　
　
　
（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）

第
8
号
議
案

平
成
22
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て

第
9
号
議
案

平
成
22
年
度
基
金
特
別
会
計
収
支
補
正

予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

　

平
成
21
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
11
号
議
案

　

平
成
21
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

【
第
70
回
理
事
会
】

　

会
議
の
本
人
出
席
は
、
白
石
・
上
村
・

吉
村
・
長
谷
川
・
西
森
の
各
理
事
（
委
任

状
出
席
・
3
人
）
及
び
村
山
・
神
野
・
脇

の
各
監
事
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
に
は
寄
附
行
為
第
25
条
の
規
定
に
よ

り
白
石
理
事
長
が
充
た
り
、
本
理
事
会
の

議
事
録
署
名
人
に
上
村
・
吉
村
の
両
理
事

を
指
名
。
会
議
で
は
、
副
理
事
長
の
互
選

で
、
井
原
四
国
中
央
市
長
を
選
出
、
ま
た
、

欠
員
中
の
評
議
員
2
人
に
つ
い
て
も
選
出

す
る
と
と
も
に
、平
成
22
年
度
一
般
会
計
・

基
金
特
別
会
計
収
支
補
正
予
算
及
び
平
成

21
年
度
事
業
報
告
・
決
算
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
及

び
決
定
し
た
。

　

さ
ら
に
、
事
務
局
か
ら
本
協
会
既
存
の

助
成
事
業
全
般
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

協
議
の
結
果
、
平
成
23
年
度
で
は
当
初
予

算
で
措
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
年
度
途
中
の
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、「
愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
金
交

付
要
領
」
に
基
づ
き
理
事
会
で
諮
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
対
す
る

本
協
会
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
第
28
回

評
議
員
会
と
同
様
の
説
明
が
あ
り
了
承
さ

れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
審
議
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

第
8
号
議
案

　

副
理
事
長
の
互
選
に
つ
い
て

　

○
副
理
事
長
選
任
・
就
任

　
　
（
平
成
22
年
6
月
28
日
～
平
成
24
年
3
月
31
日
）

　
　

副
理
事
長　

井
原　
　

巧

　
　
（
愛
媛
県
市
長
会
会
長
・
四
国
中
央
市
長
）

第
9
号
議
案

平
成
22
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

平
成
22
年
度
基
金
特
別
会
計
収
支
補
正

予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

第
11
号
議
案

　

平
成
21
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
12
号
議
案

　

平
成
21
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

第
13
号
議
案

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
の
選
出
（
補
欠
）
に
つ
い
て

　

○
役
員
の
選
任
・
就
任

　
　
（
平
成
22
年
6
月
28
日
～
平
成
23
年
11
月
4
日
）

　
　

評
議
員　

藤
田　

義
規
（
西
条
市
副
市
長
）

　
　
　
　
　
　

柏
原　

泰
彦
（
上
島
町
副
町
長
）

評　議　員　会

理　　事　　会
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中
級
・
係
長
職
員
研
修
会

あ
わ
せ
て
33
人
が
受
講
　

　

本
会
は
、
本
年
度
の
「
町
（
市
）
職
員

研
修
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
先
月
開
催
の

「
新
規
採
用
職
員
研
修
会
」「
初
級
職
員
研

修
会
」
に
引
き
続
い
て
、「
中
級
職
員
研
修

会
」「
係
長
職
員
研
修
会
」（
6
月
2
日
か

ら
4
日
ま
で
）
を
え
ひ
め
青
少
年
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
上
野
町
）
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

　

中
級
職
員
研
修
、
係
長
職
員
研
修
の
修

了
証
書
に
替
え
て
別
項
「
受
講
者
名
簿
」

を
掲
載
す
る
。

平
成
22
年
度
「
中
級
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

20
人

市
町
名　
　

課　

名　
　

 

職
名　
　

 

氏　

名　

上
島
町　

出　

納　

室　

主
事
補	

林　

真
由
美

　

〃　
　

建　

設　

課　

主
事
補	

小
林　

宣
貴

　

〃　
　

教　

育　

課　

主　

事	

村
上　

雅
彦

久　

万

高
原
町　

保
健
福
祉
課　

管　

理

栄
養
士	

岡
本
ゆ
か
り

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　

保
健
師　

矢
野　

安
耶

松
前
町　

産　

業　

課　

主　

任　

松
田　

周
二

　

〃　
　

保　

険　

課　

主　

任　

有
光　

丈
朋

　

〃　
　

財　

政　

課　

主　

任　

大
西　

由
美

　

〃　
　
ま
ち
づ
く
り
課　

主　

任	

井
ノ
口
義
貴

　

〃　
　

上
下
水
道
課　

主　

任　

田
中　

志
延

砥
部
町　

広
田
支
所　

主　

任	

村
上　

圭
子

砥
部
町　

企
画
財
政
課　

主　

任	

小
濵　

英
司

内
子
町　

総　

務　

課　

主　

事	

宮
内　

俊
治

伊
方
町　

保
健
福
祉
課　

主　

事	

堀
内　

佳
代

　

〃　
　

総　

務　

課　

主　

事	

玉
井　

幸
範

　

〃　
　

政
策
推
進
課　

主　

事	

高
月　

亮
子

　

〃　
　

生
涯
学
習
課　

主　

事	

二
宮　

孝
之

松
野
町　

保
健
福
祉
課　

保
健
師	

瀧
本　

由
紀

愛
南
町　

生
涯
学
習
課　

主　

事	

藤
本　

吉
信

　

〃　
　

建　

設　

課　

主　

査	

西
田　

智
大

平
成
22
年
度
「
係
長
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
人

市
町
名　
　

課　

名　
　

職
名　
　
　

氏　

名

上
島
町　

建　

設　

課　

主　

査	

黒
田　

栄
一

久　

万

高
原
町　

保
健
福
祉
課　

係　

長	

近
澤　

雅
彦

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　

主　

任	
大
西　

洋
三

松
前
町　

産　

業　

課　

係　

長	
中
村　

慶
彦

　

〃　
　

健　

康　

課　

係　

長	

柏
原　
　

正

砥
部
町　

産
業
建
設
課　

主　

任	

善
家　

孝
介

　

〃　
　

教
育
委
員
会　

主　

任	

真
鍋　

禎
道

内
子
町　

産
業
建
設
課　

主　

任	

亀
内　

重
範

　

〃　
　

教　

育　

課　

主　

任	

藤
岡　

伸
一

　

〃　
　

教　

育　

課　

主　

任	

上
野　

昌
宏

鬼
北
町　

産　

業　

課　

主　

任	

山
下　

悦
郎

愛
南
町　
一
本
松
公
民
館　

係　

長	

嘉
新　

満
雄

　

〃　
　

城
辺
公
民
館　

係　

長	

久
徳　

哲
也

平成2２年度　町（市）係長職員研修会　研修日程 平成2２年度　町（市）中級職員研修会　研修日程
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
8
月
6
日
㈮
、
7
日
㈯
の
2
日
間
、

久
万
高
原
町
久
万
地
区
商
店
街
を
中
心
に
、
第

42
回
久
万
納
涼
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

6
日
㈮
は
久
万
お
ど
り
・
花
火
大
会
、
7
日

㈯
は
久
万
山
御
用
木（
ご
よ
う
ぼ
く
）ま
つ
り
が

行
わ
れ
、
特
に
御
用
木
ま
つ
り
は
、
松
山
城
築

城
の
際
、
久
万
山
の
木
を
奉
納
し
た
故
事
に
由

来
し
て
お
り
、
全
長
7
ｍ
、
重
さ
約
１
５
０
㎏

の
丸
太
を
11
名
で
肩
に
担
ぎ
、
約
５
５
０
ｍ
を

疾
走
す
る
迫
力
の
あ
る
ま
つ
り
で
す
。

◉
久
万
納
涼
ま
つ
り

久
万
高
原
町

　

久
万
高
原
町
の
面
河
山
岳
博
物
館
で
は
、
開

館
20
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展
を
開
催
中
で
す
。

◉
面
河
山
岳
博
物
館 

第
44
回
特
別
展

「
む
し
の
か
ら
だ
～
体
の
仕
組
み
か
ら

昆
虫
の
多
様
性
を
探
る
～
」

期
間
：
7
月
17
日
㈯
～
8
月
31
日
㈫

今
回
の
テ
ー
マ
は「
昆
虫
の
体
」。
ハ
エ
や
ス
ズ

メ
バ
チ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
、
身
近
な
昆
虫
た

ち
の
体
の
仕
組
み
を
、
バ
ラ
バ
ラ
標
本
や
拡
大

写
真
、
模
型
な
ど
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

昆
虫
は
節
足
動
物
の
仲
間
で
、
こ
の
グ
ル
ー

プ
に
は
絶
滅
し
た
三
葉
虫
、
ク
モ
や
サ
ソ
リ
な

ど
の
鋏
角
（
き
ょ
う
か
く
）
類
、エ
ビ
や
カ
ニ
な

ど
の
甲
殻
類
、
ム
カ
デ
や
ヤ
ス
デ
な
ど
の
多
足

類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昆
虫
は
こ
の
中
で
も

最
も
繁
栄
し
た
一
群
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
球
上
に
１
０
０
万
種
以
上
が
生
息
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
こ
の
数
は
全
動
物
数
の
7
割
を

占
め
る
ほ
ど
巨
大
な
も
の
で
す
。
他
の
節
足
動

物
と
大
き
く
異
な
る
体
の
特
徴
と
し
て
、頭
部
・

胸
部
・
腹
部
の
3
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
4
枚
の
翅
（
は
ね
）
を
も
つ
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
昆
虫
繁
栄
の
有
力

な
根
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昆
虫
の
多
様
性
を
生
み
出
し
た
こ
の
「
体
の

仕
組
み
」
は
人
間
に
は
な
い
も
の
で
す
。
人
間

と
は
全
く
違
っ
た
方
向
で
進
化
の
頂
点
を
極
め

た
そ
の
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
展
示
の
見
ど
こ
ろ
①

　

タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ
に
サ

ソ
リ
、
ム
カ
デ
な
ど
、

様
々
な
節
足
動
物
の
標

本
を
展
示
し
、
そ
の
分

類
を
紹
介
。
気
持
ち
悪

い
け
ど
か
っ
こ
い
い
！

★
展
示
の
見
ど
こ
ろ
③

　

1
ｍ
を
超
す
巨
大
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
模

型
が
登
場
。
昆
虫
が
小
さ
い
生
き
物
で
よ
か

っ
た
！

★
展
示
の
見
ど
こ
ろ
②

　

虫
の
体
の
仕
組
み
が

ひ
と
目
で
分
か
る
分
解

標
本
。
ハ
チ
も
カ
ブ
ト

も
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。

これは標本。
こんなかっこ
いい昆虫の巨
大模型が！

オオスズ
メバチの
分解標本 東南アジアにすむダイオウ

サソリ

　

松
前
の
夏
を
彩
る
ま
さ
き
町
夏
祭
り
を
、

塩
屋
海
岸
と
松
前
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

　

塩
屋
海
岸
で
は
、
は
ん
ぎ
り
競
漕
（
大

き
な
桶
に
乗
り
、
か
ら
だ
全
体
で
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
前
後
に
漕
い
で
進
む
競

技
）
や
は
ん
ぎ
り
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
行

い
ま
す
。

　

は
ん
ぎ
り
と
は
、
直
径
1
・
5
㍍
の
木

製
の
桶
で
す
。
北
黒
田
海
岸
で
地
引
き
網

が
盛
ん
だ
っ
た
第
2
次
世
界
大
戦
前
ま
で
、

採
っ
た
魚
を
入
れ
た
り
、
沖
と
岸
を
結
ぶ

連
絡
用
に
使
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

◉
ま
さ
き
町
夏
祭
り

8
月
7
日
㈯

　

松
前
公
園
で
は
、
町
内
小
学
校
児
童
に

よ
る
伝
統
芸
能
の
発
表
や
金
管
バ
ン
ド
の

演
奏
、
餅
撒
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ま
さ
き
音
頭
に

は
、
総
勢
１
，
０
０
０
人
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
踊
り
や
衣
装
を

披
露
し
ま
す
。
最
後
は
、
打
ち
上
げ
花
火

が
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
す
。

　

公
園
周
辺
で
は
、
夜
市
や
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

松
前
町
夏
祭
り
実
行
委
員
会

　

☎（
０
８
９
）９
８
４
―
１
４
２
７

松
前
町



　（5）　平成22年６月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 15 号　

　

伊
方
町
三
大
祭
り
の
最
終
を
飾
っ
て
、

「
瀬
戸
の
花
嫁
ま
つ
り
」が
8
月
1
日
㈰
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

三
机
須
賀
公
園
を
主
会
場
に
相
撲
大
会

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
魚
の
つ
か
み
取
り
等
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て

い
ま
す
。

◉
第
25
回

　
　

瀬
戸
の
花
嫁
ま
つ
り

伊
方
町

●開催場所　　三机須賀公園（主会場）
●イベント
10:00 ～　　　　オープニングセレモニー
　　　　　　　　・テープカット
　　　　　　　　・瀬戸太鼓集団「風」ジュニア
　　　　　　　　・浜ソーラン踊り
　　　　　　　　・バーベキュー券プレゼント
　　　　　　　　抽選会（20 名様）
11:00 ～　　　　すもう大会（もちまき）
　　　　　　　　（小学生・青年団）
11:00 ～ 15:00　バーベキューコーナー
14:00 ～　　　　入場者プレゼント抽選会
14:30 ～　　　　魚のつかみ取り
17:00 ～　　　　ブライダルショー
　　　　　　　　もちまき
17:00 ～ 20:00　納涼夜市
18:30 ～ 19:30　歌謡ショー
20:00 ～　　　　海上花火大会

　

午
前
10
時
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ま
で
に
須

賀
会
場
に
来
ら
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

20
名
の
方
に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
券（
２
，
０

０
０
円
、
鯛
め
し
付
き
）
が
当
た
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

夕
方
か
ら
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
（
商
工

会
）
と
町
民
セ
ン
タ
ー
前
で
歌
謡
シ
ョ
ー

や
趣
向
を
凝
ら
し
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
女
性
部
、

青
年
部
の
協
力
に
よ
り
、
花
火
見
物
に
は

最
高
の
特
設
会
場
で
夜
市
も
行
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で
会
場
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

◆問い合わせ先
　伊方町役場 瀬戸総合支所 地域産業建設課
　瀬戸イベント実行委員会　☎0894-52-0113

◉
夏
休
み
は
愛
南
の
海
を
体
験
し
よ
う
！

　
「
愛
南
町
エ
コ
マ
リ
ン
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
０
」

　
　
　
　
　
　

７
／
31
㊏
、８
／
１
㊐
・
７
㊏
・
８
㊐
開
催
！

愛
南
町

　

愛
南
町
で
は
、
毎
年
夏
に
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
体
験
ツ
ア
ー
と
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
愛
南
町
の
雄

大
な
自
然
と
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
に
染
ま
っ
た

南
国
の
海
の
い
ろ
い
ろ
な
サ
ン
ゴ
や
色
と

り
ど
り
の
生
き
物
た
ち
が
、
皆
様
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
ツ
ア
ー
は
、
初
心

者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
往
復
約
1
時

間
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
と
、
無
人
島
に
渡

る
往
復
約
3
時
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ロ

ン
グ
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ロ
ン

グ
コ
ー
ス
で
は
、
地
鶏
を
使
っ
た
ダ
ッ
チ

オ
ー
ブ
ン
で
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。
大

自
然
の
中
で『
海
抜
0
メ
ー
ト
ル
の
景
色
』

を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
教
室
は
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
丁
寧
な
講
習
も
あ

り
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し

て
御
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、

探
検
隊
気
分
で
小
さ
な
冒
険
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
須
ノ
川
公

園
管
理
事
務
所
（
℡
８
５
―
０
２
０
０
）

又
は
愛
南
町
役
場
内
海
支
所
（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イベント 7/31 8/1 8/7 8/8 参加費（1人） 定員

シーカヤック ワンデイ 由良ツアー
（ショートコース） 第1回 第2回 6,000円 1回12名

シーカヤック ワンデイ塩子島ツアー
（ロングコース） 第1回 第2回 10,000円 1回8名

スノーケリング探検隊 in 須ノ川 第1回 第2回 第3回 3,400円 1回20名
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◉
権
現
山
の
流
し
そ
う
め
ん
は

　

い
か
が

砥
部
町

　

緑
あ
ふ
れ
る
権
現
山
で
、
の
ど
越
し
の

良
い
そ
う
め
ん
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

♦
期　

間　

9
月
5
日
㈰
ま
で

♦
時　

間　

9
時
～
17
時

　
　
　
（
8
月
14
日
～
16
日
は
15
時
ま
で
）

♦
場　

所　

権
現
山
休
憩
所

　
　
　
　
　
　
（
砥
部
町
総
津
）

♦
料　

金　

　

◦
中
学
生
以
上　

５
０
０
円

　

◦
小
学
生　
　
　

３
０
０
円

　

◦
小
学
生
未
満　

２
０
０
円

♦
問
い
合
わ
せ　

　

権
現
山
休
憩
所

　

℡ 

０
８
９（
９
６
９
）２
１
５
２

◉
お
か
げ
さ
ま
で
17
周
年
！

　

と
べ
温
泉 

湯
砥
里
館
で

感
謝
の
大
抽
選
会

　

湯
砥
里
館
は
、
8
月
で
17
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、

次
の
期
間
、
有
料
で
入
浴
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
、
特
産
品
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
を

行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ま
お
そ
ろ
い
で
、
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

♦
実
施
期
間　

8
月
3
日
㈫
～
8
日
㈰

♦
問
い
合
わ
せ

　

○
と
べ
温
泉　

湯
砥
里
館

　
　

℡ 

０
８
９（
９
６
2
）７
２
０
０

　

○
砥
部
町
産
業
建
設
課

　
　
　
　
　
　

砥
部
焼
観
光
係

　
　

℡ 

０
８
９（
９
６
2
）７
２
８
８

　

全
国
各
地
よ
り
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に

ご
愛
顧
い
た
だ
き
、
毎
年
「
満
員
御
礼
」

に
て
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
『
内
子

座
文
楽
』
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
14
回
目
と
な
る
今
年
の
演
目
は
、
継
母

の
い
じ
め
で
知
ら
れ
る
中
将
姫
の
物
語
に

様
々
な
陰
謀
を
絡
ま
せ
た「ひ

ば
り
や
ま
ひ
め
す
て
の
ま
つ

山
姫
捨
松
」

よ
り
中ち

ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め
ゆ
き
ぜ
め

将
姫
雪
責
の
段
と
、
第
５
回
公
演

以
来
11
年
振
り
の
再
演
と
な
る
、
お
半
長

右
衛
門
の
心
中
情
話
を
題
材
と
し
た
名
作

「
桂

か
つ
ら
が
わ
れ
ん
り
し
が
ら
み

川
連
理
柵
」よ
り
帯お

び
や屋

の
段
の
２
題
で

す
。

　

出
演
者
に
は
、
人
間
国
宝
の
鶴
澤
清
治

さ
ん
（
三
味
線
）、
吉
田
文
雀
さ
ん
（
人

形
）
を
は
じ
め
、
お
馴
染
み
の
豪
華
技
芸

員
が
勢
揃
い
す
る
予
定
で
す
。

◉
第
14
回 

内
子
座
文
楽
公
演

　

太
夫
・
三
味
線
・
人
形
が
一
体
と
な
っ

て
織
り
な
す
至
高
の
舞
台
を
、
ど
う
ぞ
お

見
逃
し
な
く
！

●
公
演
日
時　

　

８
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　

午
前
の
部
：
10
時
開
演

　

午
後
の
部
：
14
時
開
演

●
公
演
内
容

　
ひ
ば
り
や
ま
ひ
め
す
て
の
ま
つ

山
姫
捨
松　

中ち
ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め
ゆ
き
ぜ
め

将
姫
雪
責
の
段

　

桂
か
つ
ら
が
わ
れ
ん
り
し
が
ら
み

川
連
理
柵　

帯お
び
や屋

●
入
場
料
（
税
込
み
・
全
席
指
定
）

　

松　

席　

７
，０
０
０
円　

　

特
竹
席　

６
，０
０
０
円　

　

竹　

席　

５
，０
０
０
円

　

梅　

席　

３
，０
０
０
円

●
申
込
み
・
問
合
せ

　

内
子
座
文
楽
公
演
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
内
子
分
庁　

内
子
町
教
育
委
員
会
内
）

　

電
話
：
０
８
９
３
―
４
４
―
２
１
１
４

　

E

メ
ー
ル
： bunraku@town.uchiko.ehime.jp

　

※
受
付
時
間　

平
日
８
：
30
～
17
：
00

　
　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
の
ぞ
く
）

内
子
町
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【
地
方
６
団
体
の
動
き
】

　「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」を
開
催

　
　

6
月
21
日　

総
理
官
邸
で

　
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」が
6
月
21
日

に
総
理
大
臣
官
邸
で
開
催
さ
れ
、
全
国
町

村
会
・
同
議
長
会
な
ど
地
方
6
団
体
の
代

表
が
出
席
し
た
。

　

政
府
側
か
ら
は
、
菅
総
理
大
臣
、
仙
石

内
閣
官
房
長
官
、
原
口
総
務
大
臣
、
野
田

財
務
大
臣
ほ
か
が
出
席
し
、
地
域
主
権
改

革
に
つ
い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

　

会
議
で
は
、
菅
総
理
大
臣
が
「
一
丁
目

一
番
地
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
主

権
改
革
を
、
私
自
身
も
引
き
継
い
で
い
き

た
い
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、地
方
6
団
体
を
代

表
し
て
麻
生
全
国
知
事
会
会
長
（
福
岡
県

知
事
）
が
、「
菅
内
閣
発
足
後
、
早
速
、
地

域
主
権
戦
略
大
綱
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を

歓
迎
す
る
。
特
に
、
地
方
税
財
政
に
つ
い

て
独
立
し
た
項
目
を
立
て
ら
れ
て
、
地
方

消
費
税
の
充
実
の
方
針
等
が
示
さ
れ
た
の

は
大
き
な
前
進
で
あ
る
。
ま
た
、
財
政
運

営
戦
略
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
、
三
位
一

体
の
改
革
に
よ
り
大
幅
に
交
付
税
を
削
減

さ
れ
、
地
方
が
疲
弊
し
た
苦
い
経
験
が
あ

り
、
二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う
に
是
非
と

も
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
藤
原

全
国
町
村
会
長

は
、「
疲
弊
し

た
地
方
を
立
て

直
す
た
め
に
も
、

農
山
村
の
再

生
・
活
性
化
に

向
け
た
施
策
の

積
極
的
な
展
開

を
求
め
る
と
と

も
に
、
一
括
交

 

「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」に
つ
い
て

 「
財
政
運
営
戦
略
」に
つ
い
て

地
方
6
団
体
が
共
同
声
明

　

全
国
町
村
会
・
同
議
長
会
な
ど
地
方
6

団
体
は
、
6
月
22
日
、「
地
域
主
権
戦
略
大

綱
」、「
財
政
運
営
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
共
同
声
明

を
発
表
し
た
。

　

ま
ず
、「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」
に
か
か

る
声
明
で
は
、
今
後
の
地
域
主
権
改
革
推
進

の
羅
針
盤
と
な
る
べ
き
大
綱
が
、
当
初
の
予

定
ど
お
り
6
月
中
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ

と
は
、
菅
内
閣
に
お
い
て
も
地
域
主
権
を
強

力
に
推
進
し
て
い
く
姿
勢
が
明
確
に
示
さ

れ
た
も
の
と
評
価
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

具
体
的
な
目
標
・
行
程
表
等
の
策
定
や
各
分

野
の
制
度
設
計
に
当
た
っ
て
は
、「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
等
を
通
じ
て
地
方
と
十
分

協
議
の
う
え
、
地
方
の
意
見
・
提
言
を
最
大

限
反
映
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
る
。

　

一
方
、「
財
政
運
営
戦
略
」
に
か
か
る
声

明
で
は
、
国
・
地
方
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
を
当
初
5
年
間
で
半
減
す
る
と
い
っ
た

目
標
を
掲
げ
、
新
成
長
戦
略
の
実
行
に
よ

り
名
目
3
％
超
の
経
済
成
長
の
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る

こ
と
と
し
、
今
後
、
予
算
編
成
等
の
具
体

化
に
当
た
っ
て
は
、「
国
と
地
方
の
協
議
の

場
」
等
を
通
じ
、
地
方
の
実
態
や
意
見
を

踏
ま
え
、
開
か
れ
た
形
で
十
分
な
検
討
を

行
う
よ
う
強
く
求
め
て
い
る
。

付
金
に
つ
い
て
は
小
規
模
自
治
体
に
お
い

て
も
必
要
な
事
業
が
円
滑
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
よ
う
」

要
請
し
た
。

　

ま
た
、
野
村
全
国
町
村
議
長
会
長
は
、

「
道
州
制
に
つ
い
て
は
地
域
主
権
戦
略
会

議
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
な
い
中
、

唐
突
に
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
意
図
が
分
か

ら
な
い
。
反
対
で
あ
る
。
ま
た
、
都
道
府

県
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
の
名
称
の
み
で
差
を
設
け
る

こ
と
な
く
、
町
村
と
も
事
前
に
十
分
協
議

す
べ
き
で
あ
る
。」
旨
の
発
言
を
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
原
口
総
務
大
臣
か
ら
、

「
地
域
主
権
改
革
に
つ
い
て
は
、6
団
体
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、
一
括
交
付
金
、
税
財

政
改
革
、
権
限
委
譲
等
を
、
し
っ
か
り
実

行
し
て
い
く
。
道
州
制
に
つ
い
て
は
、
強

制
合
併
で
は
な
く
、
地
域
が
決
め
た
こ
と

を
国
が
後
押
し
す
る
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
財
政
運
営
戦
略
に
つ
い
て
き
、
財

政
健
全
化
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
新
成

長
戦
略
と
し
て
経
済
成
長
、
税
収
増
を
目

指
す
と
と
も
に
、
国
の
赤
字
を
地
方
に
転

化
す
る
こ
と
な
く
、
国
が
率
先
し
て
行
財

政
改
革
を
行
う
。」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

（
政
府
の
出
席
者
）

　

菅　
　

直
人　

内
閣
総
理
大
臣

　

仙
石　

由
人　

内
閣
官
房
長
官

　

原
口　

一
博　

総
務
大
臣

　

野
田　

佳
彦　

財
務
大
臣

　

荒
井　
　

聰　

国
家
戦
略
担
当
大
臣

　

玄
葉
光
一
郎　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　

蓮　
　
　

舫　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
地
方
6
団
体
の
出
席
者
）

　

麻
生　
　

渡　

全
国
知
事
会
長

　

金
子
万
寿
夫　
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
長

　

森　
　

民
夫　

全
国
市
長
会
長

　

五
本　

幸
正　

全
国
市
議
会
議
長
会
長

　

藤
原　

忠
彦　

全
国
町
村
会
長

　

野
村　
　

弘　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長

地域主権戦略大綱についての共同声明
　菅新総理大臣の下、今後の地域主権改革推進の羅針盤となるべき大綱が当初の予定通り6月中に閣議
決定されたことは、菅内閣においても地域主権を強力に推進していく姿勢が明確に示されたものとして
評価する。
　大綱では、国と地方公共団体の関係を上下の関係から対等の立場で対話のできる新たなパートナー
シップの関係へと根本的に転換することや、住民主体の発想に基づき改革を推進するとの強い決意が明
確に示された。
　また、地方税財源の強化、義務付け・枠付けの見直しと条例制定権の拡大、基礎自治体への権限移
譲、国の出先機関の原則廃止、ひも付き補助金の一括交付金化など、広範な分野にわたって方針が示さ
れた。政府は各省に任せることなく、政治主導でこれを断固として実行しなければならない。
　今後の具体的な目標・工程表等の策定や各分野の制度設計に当たっては、「国と地方の協議の場」等を
通じて地方と十分協議の上、地方の意見・提言を最大限反映されるよう強く求める。
　我々地方も、真の分権型社会の構築に向け引き続き全力を尽くす所存である。本日、「地域主権戦略大
綱」が閣議決定された。

「財政運営戦略」について
　本日閣議決定された「財政運営戦略」は、国・地方の基礎的財政収支（プライマリー・バランス）に
ついて、赤字の対ＧＤＰ比を当初5年間で半減するといった目標を掲げ、新成長戦略の実行により名目
3％超の経済成長の実現を目指すとともに、歳出の抑制、消費税を含む税制の抜本的な改革を行い、財政
の健全化を図るとしている。
　我々地方も、我が国の財政状況に対する危機感は共有するところである。
　一方、依然として厳しい雇用情勢に見られるとおり、我が国経済はいまだ順調な回復軌道に乗ったと
は言い難い。財政指標の改善だけを優先して景気回復の腰を折る拙速な対応は避け、地域の活力・創意
工夫を思い切って引き出すなど、まずは経済成長戦略を着実に実行することを求める。
　地方財政に関しては、その自主的かつ安定的な運営に配慮することが明記された。小泉内閣当時はプ
ライマリーバランスの改善という目標の下で地方交付税が大幅に削減された結果、その後の深刻な地方
の疲弊をもたらした。このような過去の失敗を二度と繰り返してはならない。
　内閣の目指す「強い社会保障」は、地方公共団体が住民に提供する様々な社会保障サービスが中心と
なるものである。税制改革における地方消費税の充実などを通じ、その裏付けとなる財源を確固たるも
のにすることを求める。
　「強い経済」「強い財政」「強い社会保障」の実現は、国と地方の緊密な連携と国民の理解があってはじ
めて達成可能となる。今後、地方財政対策をはじめ予算編成等における具体化に当たっては、「国と地方
の協議の場」等を通じ、地方の実態や意見を踏まえ、開かれた形で十分な検討を行うことを強く求める。
　　平成22年６月22日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方六団体

全国知事会会長　　　　　　　麻　生　　　渡
全国都道府県議会議長会会長　金　子　万寿夫
全国市長会会長　　　　　　　森　　　民　夫
全国市議会議長会会長　　　　五　本　幸　正
全国町村会会長　　　　　　　藤　原　忠　彦
全国町村議会議長会会長　　　野　村　　　弘
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６
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
第
1
回

理
事
会
、
平
成
22
年
度
全
国
簡
易
水
道

大
会
、
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
通
常
総

会
、
町（
市
）中
級
・
係
長
職
員
研
修
会

（
4
日
ま
で
）、
第
72
回
国
民
体
育
大
会

愛
媛
県
準
備
委
員
会
第
5
回
総
会

▽
3
日
＝
平
成
21
年
度
地
方
財
政
状
況
調

査
及
び
財
政
健
全
化
法
等
説
明
会

▽
5
日
＝
民
主
党
愛
媛
県
連
「
地
域
政
策

会
議
」（
南
予
地
区
・
東
予
地
区
）

▽
8
日
＝
平
成
22
年
度
愛
媛
農
林
水
産
統

計
協
会
評
議
員
会

▽
10
日
＝
㈶
愛
媛
県
文
化
振
興
財
団
第
60

回
理
事
会

▽
11
日
＝
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

幹
事
会
、
軽
自
動
車
税
申
告
書
の
受
理

委
託
契
約

▽
14
日
＝
民
主
党
愛
媛
県
連
「
地
域
政
策

会
議
」（
中
予
地
区
）

▽
15
日
＝
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
平

成
22
年
度
第
1
回
評
議
員
会

▽
16
日
＝
平
成
22
年
度
四
国
観
光
立
県
推

進
愛
媛
協
議
会
総
会

▽
17
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
、
平

成
22
年
度
事
務
周
知
会
、
四
国
圏
広
域

地
方
計
画
協
議
会
幹
事
会

▽
18
日
＝
全
国
町
村
会
常
任
理
事
会
、
㈶

全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
災
害
共
済
委

員
会
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

理
事
会
、
北
方
領
土
返
還
要
求
愛
媛
県

民
会
議
平
成
22
年
度
定
期
総
会

▽
21
日
＝
愛
媛
県
暴
走
族
対
策
会
議

▽
22
日=

平
成
22
年
度
第
1
回
㈶
愛
媛

県
畜
産
協
会
理
事
会
、
自
治
労
愛
媛
県

本
部
か
ら
の
要
望
、
中
国
四
国
各
県
町

村
会
災
害
共
済
事
務
連
絡
会
議

▽
24
日=

内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部

懇
談
会

▽
25
日
＝
㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
会
計

監
査
、
平
成
22
年
度
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド

推
進
機
構
総
会

▽
28
日
＝
㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
会
、
同
理
事
会

▽
29
日
＝
都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
局
長
会
議
、
愛
媛
県
農
業
会
議
6
月

定
例
常
任
会
議
員
会
議

▽
30
日
＝
第
49
回
交
通
安
全
県
民
大
会
、

全
国
町
村
会
政
調
幹
事
・
災
害
共
済
幹

事
合
同
会
議
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長

会
平
成
22
年
度
第
2
回
定
例
会
並
び
に

中
予
地
区
3
町
行
政
視
察

　

技
力
は
次
世
代
へ
繋
げ

　

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
は
6
月

13
日
、
約
60
億
㎞
の
旅
を
経
て
地
球
に

帰
っ
て
き
た
（
日
本
時
間
14
日
16
時
08
分

回
収
）。平
成
15
年
3
月
9
日
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
が
打
ち
上
げ
て
か
ら
7
年
か

け
て
の
帰
還
で
あ
る
。「
は
や
ぶ
さ
」は
地

球
と
火
星
の
近
く
を
回
る
惑
星
「
イ
ト
カ

ワ
」
に
着
陸
を
果
た
し
、
何
ら
か
の
サ
ン

プ
ル
を
採
取
し
た
が
、エ
ン
ジ
ン
や
通
信
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
で
帰
還
予
定
の
3
年
遅
れ
、

途
中
の
行
方
不
明
も
克
服
し
て
の
生
還
で

あ
る
。
機
械
で
あ
っ
て
も
小
さ
い
“
満
身

創
痍
”
の
体
で
、
し
か
も
探
査
機
本
体
は

大
気
圏
突
入
で
燃
え
尽
き
、
腹
に
抱
え
た

カ
プ
セ
ル
の
み
帰
っ
て
き
た
。
こ
の
報
道

に
は
皆
が
感
動
し
た
は
ず
。
地
球
か
ら
3

億
㎞
離
れ
た
惑
星
か
ら
人
類
初
の
サ
ン
プ

ル
採
取
の
旅
は
、
日
本
の
科
学
・
技
術
力

の
誇
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

報
道
が
、
今
時
の
頭
を
傾
げ
た
く
な
る
よ

う
な
テ
レ
ビ
番
組
が
多
い
中
で
、
遅
れ
を

と
っ
て
い
た
の
で
は
…
。

　

現
今
社
会
は
、
食
料
自
給
率
の
低
さ
に

比
べ
無
感
覚
な
飽
食
と
廃
棄
の
時
代
で
も

あ
り
、
十
分
に
物
が
あ
り
な
が
ら
何
故
か

物
足
り
な
い
。
い
ら
い
ら
感
が
つ
の
る
よ

う
な
世
相
。
自
己
中
心
的
で
保
身
の
み
に

努
力
す
る
階
層
が
見
え
隠
れ
し
、
衝
動
的

で
あ
っ
た
り
、
身
勝
手
な
解
釈
の
果
て
に

起
こ
す
猟
奇
事
件
の
多
発
、
情
報
は
悪
い

方
向
性
が
素
早
く
流
れ
て
し
ま
う
社
会
で

も
あ
る
。

　

し
か
し
、こ
の
度
の
「
は
や
ぶ
さ
」
の
働

き
は
、
近
年
、
理
科
系
を
敬
遠
す
る
流
れ

の
日
本
の
子
供
達
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
が
「
は

や
ぶ
さ
」
の
容
器
内
の
分
析
結
果
に
匹
敵

す
る
功
績
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

科
学
の
探
求
や
目
下
熱
戦
中
の
サ
ッ
カ

ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
な

ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
果
た
す
役
割
は
、
結
果

以
上
に
子
供
達
に
影
響
が
あ
る
。
是
非
と
も

夢
を
壊
し
た
り
、
失
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
次
世
代
へ
は
、
無
駄
の

完
全
排
除
と
経
済
成
長
は
無
論
の
こ
と
、
大

借
金
の
引
継
ぎ
を
回
避
し
、
子
供
達
に
と
り

夢
が
持
て
る
社
会
形
成
、
環
境
づ
く
り
が
今

の
大
人
の
責
務
で
あ
る
。

　

な
お
、
匠
と
伝
統
を
重
ん
じ
る
日
本
人

が
長
年
苦
心
し
て
作
り
上
げ
た
世
界
に
誇

る
技
・
工
業
技
術
が
近
年
、
個
人
の
受
益
・

生
き
が
い
の
行
き
着
く
先
と
し
て
、
海
外

へ
の
流
出
（
人
＝
技
術
）
を
選
ば
れ
る
現

象
は
寂
し
い
。『
軒
下
を
貸
し
て
、母
屋
を

取
ら
れ
る
』
よ
う
な
結
末
に
な
っ
て
は
な

ら
な
い
（
既
に
出
始
め
て
い
る
…
）。

　

優
れ
た
日
本
の
技
術
力
は
、
資
源
の
無

い
日
本
唯
一
の
資
源
と
し
て“
共
存
の
道
”

を
選
択
願
い
た
い
し
、
次
世
代
へ
そ
の
技

力
を
引
き
継
い
で
欲
し
い
。
そ
の
こ
と
は

若
者
が
描
く
夢
に
も
繋
が
る
。今
、そ
の
環

境
づ
く
り
構
築
が
不
可
欠
な
時
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

　
「
借
金
は
、愚
行
と
犯
罪
と
の
多
様
な
母

親
で
あ
る
」

　
（
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
デ
ィ
ス
レ
リ
イ

　

英
国
の
政
治
家
）

一

筆


